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章 市 

今号の主な記事
義務教育就学児医療費助成制度  ………2面
介護保険料などにおける税金の控除  …2面
市政にあなたのご意見を～市長への
　　　手紙をお待ちしています  ……3・4面
催し物のご案内  …………………………5面
社会を明るくする運動・主要事業
　　　中学生の実行委員を募集  ………5面

戦争と核兵器のない世界の建設

に向けて努力することをあらた

めて誓い、東大和市が平和都市

であることを宣言する。

〔東大和市平和都市宣言（抄）〕

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
市
民
意
識
の
高
揚
を
目

的
に
、
毎
年
男
女
共
同
参
画
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
部
は
、
昨
年　

月
末
ま

１０

で
に
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
川

柳
の
中
か
ら
優
秀
作
品
に
選
ば

れ
た
方
を
表
彰
す
る
男
女
共
同

参
画
川
柳
の
表
彰
式
、
第
二
部

は
、�
忙
し
い
パ
パ
で
も
イ
ク
メ

ン
に
！
「
家
族
時
間
は
量
よ
り

質
！
」�
を
テ
ー
マ
に
育
児
・
教

育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活

躍
中
の
お
お
た
と
し
ま
さ
氏
に

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
お
た
と
し
ま
さ
氏
は
、
育

児
・
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
新

聞
や
雑
誌
へ
多
数
コ
メ
ン
ト
を

掲
載
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
「
あ

さ
い
ち
ば
ん
」に
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー

出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
が

あ
り
、
メ
ー
ル
で
全
国
の
パ
パ

か
ら
の
悩
み
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
貍
午
後
１

１５

時　

分
〜
３
時　

分
（
午
後
１

３０

３０

時
開
場
）

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

２６０

▽
入
場
料　

無
料

▽
手
話
通
訳　

ご
希
望
の
方
は
、

２
月
５
日
貉
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス

（　

―　

―
５
９
３
１
）
ま
た
は

０４２

５６３

メ
ー
ル
（shim

inseikatsu@
city.higashiyam

ato.lg.jp

）

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
一
時
保
育　

１
歳
以
上
の
未

就
学
児
〔
定
員
６
人
（
申
込
順
。

申
込
期
限
は
２
月
５
日
貉
）〕

▽
保
育
の
申
込
み
・
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
５

ま
で
。

第
 ２４
 回
男
女
共
同
参
画
 

　
　
　
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

　

市
で
は
、
市
長
の
附
属
機
関

で
あ
る
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審

議
会
か
ら
の
答
申
を
踏
ま
え
、

更
な
る
廃
棄
物
の
減
量
等
を
図

る
観
点
か
ら
家
庭
系
廃
棄
物
有

料
化
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
は
、
当
市
の
廃
棄

物
処
理
に
お
け
る
課
題
の
解
決

に
向
け
て
、
市
民
と
事
業
者
が

協
働
で
取
り
組
む
廃
棄
物
の
減

量
と
、
排
出
量
に
応
じ
た
負
担

の
公
平
化
及
び
住
民
意
識
の
改

革
を
図
る
た
め
、
家
庭
系
廃
棄

物
の
有
料
化
を
導
入
す
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、
家
庭
系
廃
棄
物
有
料

化
方
針
に
つ
い
て
は
、
ご
み
対

策
課
（
市
役
所
３
階
）
で
閲
覧

及
び
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
【
家
庭
系
廃
棄
物
有
料
化
及
び

戸
別
収
集
の
説
明
会
を
開
催
】

　　

市
で
は
、
家
庭
系
廃
棄
物
有

料
化
及
び
戸
別
収
集
に
つ
い

て
、
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ

く
た
め
、
右
下
表
の
と
お
り
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
５
ま
で
。

　

東
京
都
の
全
市
町
村
が
共
同

で
実
施
す
る
「
ち
ょ
こ
っ
と
共

済
」
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
会

費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら

れ
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
交
通
災
害
共

２６

済
の
申
込
み
は
、
２
月
３
日
豺

か
ら
開
始
し
ま
す
。
わ
ず
か
な

掛
け
金
で
加
入
で
き
、
手
続
き

も
簡
単
で
す
。
ぜ
ひ
ご
加
入
く

だ
さ
い
。
加
入
申
込
書
に
つ
い

て
は
、
１
月
下
旬
か
ら
市
内
の

各
家
庭
に
戸
別
配
布
し
ま
す
。

▽
加
入
で
き
る
方　

市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

▽
掛
け
金
（
年
額
）　

Ａ
コ
ー
ス

一
、〇
〇
〇
円
、Ｂ
コ
ー
ス　

円
５００

▽
対
象
と
な
る
交
通
災
害　

日

本
国
内
で
発
生
し
た
、
交
通
機

関
の
交
通
に
よ
る
人
身
事
故

▽
見
舞
金　

傷
害
の
場
合
は
Ａ

コ
ー
ス
が
３
万
円
〜　

万
円
で

２５

Ｂ
コ
ー
ス
が
２
万
円
〜　

万
円
、

１６

死
亡
の
場
合
は
Ａ
コ
ー
ス
が　
３００

万
円
で
Ｂ
コ
ー
ス
が　

万
円

１５０

※
見
舞
金
請
求
に
は
交
通
事
故

（
人
身
）
証
明
書
が
必
要
で
す
。

▽
交
通
遺
児
年
金　

会
員
が
交

通
災
害
で
死
亡
し
た
時
、
会
員

と
生
計
が
同
じ
で
東
京
都
の
市

町
村
民
で
あ
る
中
学
生
以
下
の

お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
お
子

さ
ん
が
中
学
修
了
年
限
に
達
す

る
ま
で
、
遺
児
１
人
に
つ
き
年

額
一
〇
万
二
、
〇
〇
〇
円
の
交

通
遺
児
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平

成　

年
３
月　

日

２７

３１

▽
受
付
場
所　

市
内
の
各
銀
行

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）、信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
業
協

同
組
合
、清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

交通災害共済 
ちょこっと共済に 
　 ご加入ください 

みんなで一緒に。 
ちょこっとサイズの 
たしかな安心。 

交通災害共済 
ちょこっと共済に 
　 ご加入ください 

　

２
月
８
日
貍
に
、
第
六
小
学

校
に
て
避
難
所
の
設
置
、
非
常

食
の
炊
き
出
し
な
ど
を
体
験
す

る
「
避
難
所
体
験
訓
練
」
を
実

施
し
ま
す
。

▽
対
象
地
区　

第
六
小
学
校
区

域
を
中
心
に
市
内
全
域

▽
日
時　

２
月
８
日
貍
午
前
８

時　

分
〜
正
午

４０
▽
場
所　

第
六
小
学
校
校
庭
及

び
体
育
館

▽
訓
練
内
容　

避
難
所
設
置
訓

練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
ス
タ
ン

ド
パ
イ
プ
を
活
用
し
た
放
水
体

験
訓
練
、
そ
の
他
体
験
訓
練

※
当
日
は
、
動
き
や
す
い
服
装

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
室
内
で
行
う
訓
練
が
あ
り
ま

す
の
で
、
上
履
き
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
２
ま
で
。

◎
１
月　

日
は
文
化
財
防
火
デ

２６

ー
で
す

　

昭
和　

年
１
月　

日
は
、
法

２４

２６

隆
寺
金
堂
の
壁
画
が
焼
失
す
る

と
い
う
事
件
が
起
き
た
日
で
す
。

　

後
年
行
わ
れ
た
壁
画
の
修
復

作
業
で
は
、
現
在
の
（
仮
称
）

東
大
和
郷
土
美
術
園
に
長
年
お

住
ま
い
で
あ
っ
た
吉
岡
堅
二
画

伯
も
修
復
の
中
心
的
役
割
を
担

っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
こ
の

出
来
事
を
教
訓
と
し
て
、
国
に

よ
っ
て
昭
和　

年
に
制
定
さ
れ

３０

ま
し
た
。火
災
は
、地
域
の
人
々

が
守
り
伝
え
て
き
た
貴
重
な
文

化
財
を
、
一
瞬
で
な
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。
失
わ
れ
た
文
化
財

は
、
二
度
と
取
り
戻
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る

こ
の
時
期
に
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
地
域
に
伝
わ
る
文
化
財

を
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
次
代

へ
と
伝
え
て
い
く
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７
◎
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
消

防
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

１
月　

日
の
文
化
財
防
火
デ

２６

ー
に
合
わ
せ
て
、
貴
重
な
文
化

財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
消

防
訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時　

１
月　

日
豸
午
前
９
時

２６

　

分
か
ら
／
豊
鹿
島
神
社
（
芋

３０窪
１
―
２
０
６
７
）
／
防
災
安

全
課
・
内
線
１
３
５
１
ま
で
。

2
月
8
日
 （土）
 午
前
8
時
 ４０ 

分
か
ら
／
第
六
小
学
校
 

避
難
所
体
験
訓
練

　

市
で
は
、
東
大
和
市
生
涯
学

習
人
材
バ
ン
ク
制
度
や
講
座
内

容
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

登
録
者
に
よ
る
体
験
講
座
を
開

催
し
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

　

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
で
は
、

講
座
を
開
く
た
め
に
講
師
を
探

し
て
い
る
方
に
、
登
録
講
師
を

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
人
材
バ
ン
ク
へ
の
登
録
も
、

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
み　

２
月　

日
貊
ま
で

１４

に
社
会
教
育
課
・
内
線
１
５
５

３
へ
。

▲おおた としまさ氏

平成26年10月1日（水）から 

家庭系廃棄物の 

有料化が始まります 

1月21日（火）～30日（木）に 

説明会を開催します 

説明会日程（日時・会場）
  1 月21日（火）午前 10時～11時30分
清原市民センター集会室1

  1 月22日（水）午後 2 時～ 3 時30分
向原市民センター集会室1
  1 月23日（木）
�午前10時～11時30分
　蔵敷公民館101号室
�午後 2 時～ 3 時30分
　狭山公民館101学習室

  1 月25日（土）午前10時～11時30分
市役所会議棟第 6 会議室

  1 月28日（火）
�午前 10時～11時30分
　奈良橋市民センター集会室
�午後 2 時～ 3 時30分
　桜が丘市民センター集会室

  1 月30日（木）午後 7 時～ 8 時30分
南街公民館202号室

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
制
度

登
録
者
に
よ
る
 

　
　
 講
座
を
開
催

生涯学習人材バンク制度登録者による講座日程
2月 21日（金）
英語の学び方・使い方 今とちょっと前（費用負担有り）

午前 10 時～正午／中央公民館／ 12人／福本和正氏
ヴァイオリン、ビオラ、チェロ講座（費用負担有り）

午後 2 時～ 4 時／中央公民館／ 30人／鎌田浩史氏
動きのある折り紙・工作（費用負担有り）

午後 2 時～ 4 時／中央公民館／ 20人／近藤恵子氏
2月 22日（土）
はじめてのかぎ針あみ（費用負担有り）

午前 10時～正午／南街公民館／ 10人／大河原万里子氏
初めての三味線（端唄）

午後 2 時～ 4 時／南街公民館／ 10人／飯田登志江氏
太極拳～初心者対象のやさしい太極拳を楽しむ～

午前 10 時～正午／蔵敷公民館／ 10人／山本百起男氏
植物の苔玉作り～可愛いグリーンインテリアを楽しむ
～（費用負担有り）

午後 2 時～ 4 時／蔵敷公民館／ 20人／山本百起男氏
2月 23日（日）
社交ダンス～初心者・高齢者のための健康社交ダンス～

午前 10時～正午／中央公民館／ 20人／安藤闍視氏
いきいきウォーキング・基本のキ！～足と靴の悩み解決でＧＯ～

午前 10時～正午／狭山公民館／ 15人／清本京子氏
言葉遊びで日本語の魅力発見～文字の組み合わせで意味深長～

午後 2  時～ 4時／狭山公民館／ 40人／菊地明氏
スポーツトレーニングに学ぶ人材育成

午前 10時～正午／上北台公民館／ 50人／大隈広貴氏
世界でたったひとつのオリジナルミニカレンダーをパ
ソコンで作ってみよう！

午後 2 時～ 4 時／上北台公民館／ 5人／松尾和代氏

���������������������������������������������������

日本初女子フルマラソン大会開催地　東大和 昭和 53年 4月 16日に、日本で初となる女子フルマラソン大会が当市の多摩湖畔で開催されまし
た。市では、このことを広く市内外にＰＲしていきます／問合せ　社会教育課・内線1552まで
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【
介
護
保
険
料
】

　

所
得
税
ま
た
は
市
・
都
民
税

の
申
告
を
行
う
際
に
、
平
成　
２５

年
中
に
納
め
た
介
護
保
険
料
は
、

社
会
保
険
料
と
し
て
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

�
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
特

別
徴
収
さ
れ
て
い
た
方 

平
成

　

年
２
月
〜　

月
の
間
に
徴
収

２５

１２

さ
れ
た
額

�
介
護
保
険
料
を
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た
方

 

平
成　

年
中
に
納
め
た
額
ま

２５

た
は
引
き
落
と
さ
れ
た
額

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
１
ま
で
。

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
】

　

税
金
の
申
告
を
行
う
際
、
平

成　

年
中
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ

２５
ス
を
利
用
し
た
時
に
支
払
っ
た

自
己
負
担
額
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

・
費
用 

下
表
の
と
お
り

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課

・
内
線
１
１
３
７
ま
で
。

【
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
の
お
む
つ
代
に
係
る

医
療
費
控
除
】

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、

医
師
が
発
行
す
る
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
２
年
目
以

降
の
申
告
に
つ
い
て
は
、

介
護
認
定
に
係
る
書
類
で
寝
た

き
り
状
態
及
び
尿
失
禁
の
確
認

が
で
き
る
方
は
、
高
齢
介
護
課

（
市
役
所
２
階
）
に
申
請
す
る

こ
と
で
交
付
さ
れ
る
書
類
で
代

用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
３
ま
で
。

■
償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
目

に
　

事
業
を
営
む
方
は
、
市
内
で

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
所
有

２６

す
る
償
却
資
産
の
内
容
等
を
１

月　

日
貊
ま
で
に
課
税
課
（
市

３１
役
所
１
階
）
に
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
申
告
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
目
に

申
告
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
昨
年
申
告
を
し
た
方
及
び
新

た
に
事
業
を
始
め
た
方
に
平
成

　

年
度
用
申
告
書
を
郵
送
し
て

２６い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
課

税
課
・
内
線
１
０
５
９
ま
で
。

■
事
業
主
の
方
へ
〜
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に

　

平
成　

年
分
の
給
与
支
払
報

２５

告
書
の
提
出
期
限
は
１
月　

日
３１

貊
で
す
。
お
早
め
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
給
与
支
払
報
告

書
及
び
給
与
支
払
報
告
書
の
総

括
表
は
、
給
与
受
給
者
の
平
成

　

年
１
月
１
日
現
在
（
退
職
者

２６は
退
職
時
）
の
住
所
地
の
市
区

町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
与
所
得
に
お
け
る

市
・
都
民
税
（
住
民
税
）
の
徴

収
方
法
は
、
原
則
、
給
与
か
ら

の
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
）

の
方
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
通
徴
収
（
個
人
納
付
）
よ

り
も
、
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引

き
さ
れ
る
特
別
徴
収
の
方
が
、

年
税
額
が
各
月
に 
按 
分
さ
れ
る

あ
ん

た
め
、
１
回
当
た
り
の
納
付
額

が
少
な
く
な
り
、
納
め
忘
れ
や

納
め
に
行
く
手
間
な
ど
、
従
業

員
の
方
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
／
課
税
課
・

内
線
１
０
５
５
ま
で
。

■
税
理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相

談
会

　

個
人
事
業
者
や
年
金
受
給
者

及
び
給
与
所
得
者
の
方
な
ど
／

対
象
税
目　

所
得
税
、
消
費
税

（
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
・
相
続
税

の
相
談
や
複
雑
な
内
容
の
相
談

は
不
可
）
／
２
月
４
日
貂
〜
６

日
貅
・　

日
貉
〜　

日
貊
の
午

１２

１４

前
９
時　

分
〜
正
午
（
受
付
は

３０

午
前　

時
ま
で
）、午
後
１
時
〜

１１

４
時
（
受
付
は
午
後
３
時　

分
３０

ま
で
）
／
混
雑
時
は
時
間
前
に

受
付
を
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
／
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／

２
月
４
日
貂
・　

日
貊
は
パ
ソ

１４

コ
ン
に
よ
る
申
告
書
等
の
作
成

が
で
き
ま
す
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

等
の
外
部
媒
体
は
使
用
不
可
）。

ま
た
、
過
去
に
電
子
申
告
を
利

用
し
た
方
は
利
用
者
識
別
番
号

が
わ
か
る
書
類
（
申
告
書
等
送

信
票
や
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ

等
）
を
持
参
／
立
川
税
務
署
�

　

―　

―
１
１
８
１
へ
。

０４２

５２３

�

　

４
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す

る
平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成

１９

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童

２０の 

医
療
証
へ
の
切
り
替
え
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

制
度
の 

医
療
証
を
お
持
ち
の

方
は
、 

医
療
証
の
申
請
が
あ

っ
た
も
の
と
し
て
審
査
を
行
い
、

認
定
と
な
っ
た
場
合
は
３
月
末

に 

医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。

ま
た
、 

医
療
証
の
所
得
制
限

限
度
額
を
超
え
て
い
る
方
は
、

６
歳
の
年
度
末
に
到
達
し
た
こ

と
に
よ
る 

医
療
証
資
格
消
滅

通
知
を
４
月
初
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
な
お
、
３
月
末
ま
で
に
他

市
へ
の
転
出
等
の
理
由
で
、 

医
療
証
に
該
当
し
な
い
と
思
わ

れ
る
方
は
、
子
育
て
支
援
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
本
人
負
担
の
な
い
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
費
助
成
（ 

医
療

証
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、
引
き
続
き 

医
療
証
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
・

内
線
１
７
６
３
ま
で
。

新
小
学
1
年
生
の
義
務
教
育
就
学
児
医
療
費
助
成
制
度

 医
療
証
へ
の
切
り
替
え
の
ご
案
内

子
 

　

市
で
は
、
滞
納
者
か
ら
差
し

押
さ
え
た
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
売

却
代
金
は
滞
納
市
税
等
に
充
当

し
ま
す
。
な
お
今
回
の
公
売
に

先
立
ち
、
公
売
財
産
の
パ
ネ
ル

掲
示
・
下
見
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
パ
ネ
ル
掲
示　

１
月　

日
貂

１４

〜　

日
貊
午
前
８
時　

分
〜
午

１７

３０

後
５
時
（　

日
は
午
後
４
時
ま

１７

で
）
／
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ

ー▽
公
売
財
産
の
下
見
会　

１
月

　

日
貅
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

１６／
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

▽
公
売
申
込
期
間　

１
月
７
日

貂
午
後
１
時
〜　

日
豺
午
後　

２０

１１

時▽
入
札
期
間　

１
月　

日
豺
午

２７

後
１
時
〜　

日
貉
午
後　

時

２９

１１

▽
公
売
場
所　

ヤ
フ
ー
株
式
会

社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
シ
ス
テ
ム
上

※
公
売
財
産
に
つ
い
て
は
、YA

HOO
!JAPAN

（
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ンhttp://koubai.auc

tions.yahoo.co.jp/tky_hi
gashiyam

ato_city

）
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
参

加
に
は
ヤ
フ
ー　

及
び
ク
レ
ジ

ID

ッ
ト
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出

品
が
中
止
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
納
税
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
８
ま
で
。

　

１
月　

日
の
東
大
和
市
消
防

１２

出
初
式
で
、
次
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
東
京
消
防
庁
消
防
総
監
表
彰

�
優
良
表
彰 

東
大
和
市
消
防

団○
東
京
都
三
多
摩
消
防
団
連
絡
協

議
会
長
表
彰

�
優
良
表
彰 

第
三
分
団

○
東
京
消
防
庁
北
多
摩
西
部
消
防

署
長
表
彰

�
優
良
表
彰 

第
二
分
団
、
第

四
分
団
、
第
七
分
団

�
応
急
救
護
指
導
活
動
功
労
表
彰

 

第
一
分
団
団
員
・
浅
井
拓
也
、

第
二
分
団
団
員
・
尾
崎
秀
典
、

第
六
分
団
団
員
・
酒
井
努
、
第

七
分
団
団
員
・
玉
手
正
人

○
東
大
和
市
長
表
彰

�
特
別
功
労
表
彰 

副
団
長
・

川
島
雄
一
郎

�
功
績
表
彰 

第
六
分
団
分
団

長
・
岩
品
圭
一
、
第
四
分
団
分

団
長
・
塩
野
真
実
、
第
五
分
団

分
団
長
・
三
浦
健

� 
竿
頭
綬 
表
彰 

第
二
分
団

か
ん
と
う
じ
ゅ

�
永
年
勤
続
表
彰 

副
団
長
・

川
島
雄
一
郎

○
東
大
和
市
消
防
団
長
表
彰

�
永
年
勤
続
表
彰　
　

年 

第

１５

七
分
団
分
団
長
・
前
島
孝
弘
、

第
一
分
団
分
団
長
・
目
黒
雄
介
、

第
六
分
団
副
分
団
長
・
関
口
正

弘
、
第
四
分
団
副
分
団
長
・
森

田
康
浩
、
第
七
分
団
部
長
・
武

田
一
幸
、
第
五
分
団
団
員
・
小

嶋
一
晃
、
第
六
分
団
団
員
・
三

田
忠
雄
、
第
三
分
団
団
員
・
阿

部
祐
樹

�
永
年
勤
続
表
彰　
　

年 

第

１０

四
分
団
班
長
・
氏
井
良
寛
、
第

五
分
団
団
員
・
蓑
田
庸
平
、
第

二
分
団
団
員
・
内
堀
謙

�
精
勤
表
彰 
　

人
２２

○
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状　

　

人
３０▽

問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

消
防
団
員
の
 

　
　
　
　
表
　
彰

介護保険料・ 

介護サービス利用料等 

税金の控除が 

 　受けられます 

表1　○乳 医療証から○子 医療証への切り替え
4 月 1 日以降の医療証○乳 医療証の負担者番号

○子 医療証を郵送します。⇒

8 8 1 3 8 4 3 3
平成25年度（平成24年度
中）の所得が○子 医療証の所
得制限限度額内の方

○子 医療証の対象外
○乳 医療証資格消滅通知を
郵送します。

⇒8 8 1 3  2 4 3 6
限度額を超えている方

表2　○乳 医療証と○子 医療証の対象年齢等
所得制限保険診療の自己負担対象年齢

なし負担なし
小学校入学前の
乳幼児

（6歳の年度末まで）
○乳 医療証

あり

通院　　　　　　
1 回につき上限200円小・中学生

（15歳の年度末まで）○子 医療証 調剤・入院
負担なし

滞納市税に 
　　充当します 

インター 
 ネット公売 
公売財産の 
  パネル掲示・ 
    下見会を開催 

　

市
で
は
、
日
本
初
女
子
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
開
催
地
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

及
び
健
康
増
進
の
た
め
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
昨
年　

月　

日
〜　

日
に

１０

１５

２３

行
っ
た
市
民
投
票
の
結
果
を
基

に
選
定
委
員
会
で
協
議
し
た
結

果
、
西
尾
康
之
氏
（
武
蔵
野
美

術
大
学
彫
刻
学
科
非
常
勤
講

師
）
の
「
水
の
精
」
に
決
ま
り

ま
し
た
。
市
民
投
票
へ
の
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
制
作
状
況

は
、
３
月　

日
貊
に
開
催
す
る

２１

多
摩
湖
駅
伝
大
会
の
開
会
セ
レ

モ
ニ
ー
に
お
け
る
除
幕
式
ま
で

の
間
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

日
本
初
女
子
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
開
催
地
記
念

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
 

 
 制
作
進
齏
状
況

し
ん

ち
ょ
く
 

▲モニュメント「水
の精」のミニチュア

介護サービスの利用に伴う医療費控除の取り扱い
自己負担の種類

対象となるサービスの名称 食 費居住費
滞在費

介護報酬 
1 割負担

－－○訪問看護
①

－－○介護予防訪問看護
－－○訪問リハビリテーション

②
－－○介護予防訪問リハビリテーション
－－○居宅療養管理指導

③
－－○介護予防居宅療養管理指導
○－○通所リハビリテーション

④
○－○介護予防通所リハビリテーション
○○○短期入所療養介護

⑤
○○○介護予防短期入所療養介護

――○定期巡回・随時対応型訪問介護看護
（一体型事業所で訪問看護を利用する場合）⑥

――○
複合型サービス（①～⑥を含む組み
合わせにより提供されたもので生活
援助中心型の訪問介護部分は除く）

⑦

－－○訪問介護（生活援助中心型は除く）
⑧ －－○夜間対応型訪問介護

－－○介護予防訪問介護
－－○訪問入浴介護

⑨
－－○介護予防訪問入浴介護
×－○通所介護

⑩

×－○認知症対応型通所介護
×－○小規模多機能型居宅介護
×－○介護予防通所介護
×－○介護予防認知症対応型通所介護
×－○介護予防小規模多機能型居宅介護
××○短期入所生活介護

⑪
××○介護予防短期入所生活介護

――○
定期巡回・随時対応型訪問介護看
護（一体型事業所で訪問看護を利
用しない場合及び連携型事業所）

⑫

○ (ただし
２分の１)

○ (ただし
２分の１)

○ (ただし
２分の１)介護老人福祉施設

⑬
○ (ただし
２分の１)

○ (ただし
２分の１)

○ (ただし
２分の１)地域密着型介護老人福祉施設

○○○介護老人保健施設⑭
○○○介護療養型医療施設⑮

注1）⑧～⑫は、①～⑥のサービスと併せて利用する場合のみ対象となります。
注2）上記のサービス類型にかかわらず、介護福祉士等による喀痰（かくたん）
　　  吸引等の対価については、その10分の１が控除対象になります。

雪が積ったまま凍結すると危険です！　自宅や店舗前の道路の雪かきにご協力ください
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市
で
は
、
よ
り
よ
い
市
政
運

営
を
行
う
た
め
、
「
市
長
へ
の

手
紙
」
に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
声

を
お
伺
い
し
ま
す
。
市
の
仕
事

や
対
応
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
苦
情
等

に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

手
紙
に
つ
い
て
は
、
直
接
市
長

が
拝
見
し
、
施
策
の
参
考
と
す

る
よ
う
関
係
各
部
課
に
指
示
し

ま
す
。内
容
に
よ
っ
て
、市
長
ま

た
は
担
当
者
か
ら
回
答
し
ま
す
。

◎
市
民
相
談
・
専
門
相
談
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
政
に
つ
い
て
の

要
望
や
相
談
、
日
常
生
活
の
中

で
の
法
律
、
税
務
、
登
記
、
交

通
事
故
等
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す（
左
表
参
照
）。
専
門
相
談

は
予
約
制
で
す
（
電
話
で
の
予

約
可
）。相
談
の
実
施
日
時
は
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
報
１
日
号
の「
今
月
の
相
談
」

欄
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
申
込
み
・
問
合
せ
は
、
秘
書

広
報
課
・
内
線
１
４
１
３
ま
で
。

市長への手紙 
市政にあなたのご意見を 

市長への手紙 

「市長への手紙」 

（差出人）※回答を希望する場合は必ずご記入ください。 

受付番号 

住所 

氏名 ふりがな 

〒207-

東大和市 

私の意見・要望・提案・情報 

電話番号　　　　 － 

回　答 1.　希望する 
2.　希望しない 

について 

※ファクス（０４２－５６３－５９３２）をご利用の場合は、この面を送信してください。 

※市では、裏面のとおり市民相談を行っていますので、お気軽にご利用ください。 

　問合せ　秘書広報課・内線１４１３まで。 

の　　　　り　　　　し　　　　ろ 

の
　
　
　
り
　
　
　
し
　
　
　
ろ 

の
　
　
　
り
　
　
　
し
　
　
　
ろ 

相  談  員相　談　日相　談　内　容相　談　名

市 職 員
月～金曜日
（祝日は除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時

市政に関する要望・意見・苦情等、その他一般
的な相談もお受けします（電話相談も可）。
また 、 内容によっては専門相談をご紹介します。

市  民  相  談

弁 護 士毎週金曜日
午前 9 時～正午

金銭貸借（クレジット・サラ金） 、 借地借家、保証担
保、遺産相続、離婚、損害賠償、訴訟等の法律問題法 律 相 談

専  
門  
相  
談
（ 
予  
約  
制 
）

人権擁護委員毎月第 3 木曜日
午前9時30分～正午

人権侵害、家族関係、離婚問題、人生相談、
近隣関係の悩みごと等

人 権 身 の 上
悩みごと相談

税 理 士毎月第 3 木曜日
午後 1 時～ 4 時

相続税、贈与税、所得税、不動産取得税等の
税に関する問題税 務 相 談

司法書士毎月第 3 木曜日
午後 1 時～ 4 時

所有権移転登記、仮登記、抵当権登記、法人
登記等の登記に関する問題登 記 相 談

行政相談委員毎月第 4 木曜日
午前9時30分～正午

国、独立行政法人、特殊法人等の業務に関
する苦情・要望等行政苦情相談

弁 護 士毎月第 4木曜日
午後 1 時～ 4 時

交通事故の損害賠償問題、保険の手続き方法、
示談の方法等交通事故相談

宅 地 建 物
取引主任者

毎月第 2木曜日
午前 9 時～正午

不動産取引に関する契約、物件、借地、借家、
業者等不動産取引相談

行政書士毎月第 2 木曜日
午後 1 時～ 4 時

相続、遺言、成年後見人、許認可、外国人の
在留資格、帰化等の手続き行政手続相談

※
「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
、
の
り
づ
け
し
、
切
手
を 
貼 
ら
ず
に

は

　

投 
函 
し
て
く
だ
さ
い
。

か
ん

2
 0
 7
 8
 7
 9
 0

料
金
受
取
人
払
郵
便
 

差
出
有
効
期
間
 

平
成
28
年
1
月
 

14日
ま
で
 　
  

 92東
京
都
東
大
和
市
中
央
３
丁
目
９
３
０
番
地
 

東
大
和
市
長
 
行
 

　市では、“夢のあるまちづくり”を目指し、市民の皆様とともに歩む市政

運営を進めております。 

　この「市長への手紙」をご活用いただき、ぜひ、市民の皆様のお声を

お聞かせください。  

　　　平成２6年１月１５日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東 大 和 市 長 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾　崎　保　夫 

※「市長への手紙」は、通常の封書やはがき、ファクス（０４２－５６３－５９３２）、市民ポスト
　（市役所正面入り口脇に設置）でも受け付けています。また、東大和市公式ホームページ 
　（http://www.city.higashiyamato. lg.jp/）のトップページにある「市政へのご意見・ご要望」
　から専用フォームを利用してもお寄せいただけます。 
　問合せ　秘書広報課（　 ０４２－５６３－２１１１）・内線１４１３まで。 

わき 

武
 蔵
 村
 山
 

局
　
承
　
認
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�

「市長への手紙」 
（差出人）※回答を希望する場合は必ずご記入ください。 

受付番号 

住所 

氏名 
ふりがな 

〒207-
東大和市  

私の意見・要望・提案・情報 

電話番号　　　　 － 

回　答 1.　希望する 2.　希望しない 

について 

※ファクス（０４２－５６３－５９３２）をご利用の場合は、この面を送信してください。 
※市では、裏面のとおり市民相談を行っていますので、お気軽にご利用ください。 
　問合せ　秘書広報課・内線１４１３まで。 

の　　　　り　　　　し　　　　ろ 

の
　
　
　
り
　
　
　
し
　
　
　
ろ 

の
　
　
　
り
　
　
　
し
　
　
　
ろ 

件数事　項件数事　項件数事　項

25

◎福祉・子ども
　�保育園入園の審査基準の見直しについて
　�総合福祉センターについて
　�障害福祉タクシー利用券について
　�放課後子ども教室について
　�デイサービスの料金を値上げしないで　等

48

◎市民生活
　�イトーヨーカドー付近の歩道
　�南公園内での自転車暴走の危険について
　�ごみの出し方
　�ごみの有料化
　�緊急時消防・警察の通報について
　�空き家対策について
　�廃プラ施設の問題　等

30

◎行財政
　�防災行政無線からのお知らせについて
　�東大和市の飛躍を期待
　�窓口対応について
　�犬のフン税金の検討を　等

3
◎国・都などに関すること、その他
　�国政について　等

61

◎建設・土木
　�野火止用水の散歩道を改善してほしい
　�市道第246号線改良工事について
　�都営住宅（清原）の空き地に早く住宅を建
てて

　�ちょこバスの回数を増やして
　�耐震診断の補助金を団地にも拡大して
　�東大和市駅付近の信号改善について　等

202合　計

35

◎教育・文化
　�学校周辺で喫煙はやめてほしい
　�中央図書館の利用形態（利便性）について
　�東大和市ロードレース大会について
　�給食センターの設置場所について
　�上仲原公園のテニスコートの照明につい
て　等

（受付手紙件数　136件）
※1件の手紙（はがきを含む）に複数の内容が書かれ
ているものがあるため、内容件数と受付件数は一致
しません。

昨年度お寄せいただいた手紙の内容は… 
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■
郷
土
博
物
館
か
ら

◎
第　

回
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア

２６

　

多
摩
地
域
の　

市
町
村
が
出

２６

版
し
た
郷
土
の
歴
史
や
文
化
財

に
関
す
る
図
書
を
一
堂
に
集
め
、

展
示
販
売
し
ま
す
。
他
地
域
の

資
料
と
比
べ
な
が
ら
、
じ
っ
く

り
と
選
べ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

▽
日
時　

２
月
１
日
貍
・
２
日

豸
午
前　

時
〜
午
後
７
時
（
２

１０

日
は
午
後
６
時
ま
で
）

▽
会
場　

立
川
市
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
ア
イ
ム
１
階
健
康
サ
ロ

ン
（
立
川
駅
北
口
か
ら
徒
歩
７

分
）

◎
自
然
観
察
会
「
冬
の
生
き
物

た
ち
」（
事
前
申
込
制
）

　

冬
越
し
を
す
る
草
木
や
虫
。

冬
で
も
元
気
な
野
鳥
を
観
察
し

ま
す
。

▽
期
日　

２
月　

日
（
祝
日
）

１１

▽
集
合　

午
前
９
時　

分
・
郷

３０

土
博
物
館
会
議
室

▽
観
察
地　

市
立
狭
山
緑
地

▽
案
内　

郷
土
博
物
館
職
員

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

■
中
央
公
民
館
か
ら

◎
第　

回
公
民
館
の
つ
ど
い
〜

３０

新
し
い
出
会
い
！
新
し
い
自
分

発
見
！
〜

　

疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
事
例

発
表
や
助
言
者
の
助
言
を
も
と

に
話
し
合
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

１
月
１
日
発
行
の
こ
う
み
ん
か

ん
だ
よ
り
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容　

１
月　

日
貅

３０

午
前　

時
〜
正
午
は
座
談
会
「
公

１０

民
館
保
育
室
の
０
歳
児
保
育
っ

て
必
要
？
」、
２
月　

日
貍
午

１５

前　

時
〜
午
後
２
時
は
前
日
祭

１０
「
マ
マ
・
マ
ル
シ
ェ
」、
２
月　
１６

日
豸
の
午
後
１
時
〜
３
時
は
４

つ
の
分
科
会
（
保
育
・
小
学
生

・
地
域
デ
ビ
ュ
ー
・
高
齢
者
）、

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分
は

２０

５０

全
体
会
「
魅
力
あ
る
公
民
館
活

動
を
目
指
し
て
〜
東
京
に
し
が

わ
大
学
か
ら
学
ぶ
〜
」

▽
保
育
・
手
話
通
訳　

２
月　
１６

日
豸
の
分
科
会
・
全
体
会
は
保

育
室
〔　

人
（
申
込
順
）〕
及
び

１６

手
話
通
訳
（
フ
ァ
ク
ス　

―　
０４２

５６３

―
５
９
３
４
）
が
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
共
に
２
月
７
日
貊
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
青
年
対
象
ビ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ス

タ
ッ
フ
養
成
講
座
「
ゼ
ロ
か
ら

わ
か
る
！
は
じ
め
て
の
作
曲
講

座
」

　

障
害
の
あ
る
若
者
と
健
常
の

若
者
の
交
流
の
場
「
ビ
ー
ト
ク

ラ
ブ
」
の
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

で
す
。
音
楽
初
心
者
も
講
師
が

て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

▽
対
象　
　

歳
〜　

歳
位
で
市

１５

３５

内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

▽
日
時　

２
月　

日
〜
３
月　

１３

２０

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時　
３０

分
〜
９
時　

分
（
全
６
回
）

３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
み
多
数

２０

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▽
講
師　

菅
田
政
志
氏
（
音
楽

教
室
講
師
）

▽
申
込
方
法　

１
月　

日
貊
ま

３１

で
に
電
話
、フ
ァ
ク
ス（　

―　
０４２

５６３

―
５
９
３
４
）、
メ
ー
ル（chuo

kom
inkan@

city.higashiyam

ato.lg.jp

）
で
、
件
名
「
作
曲
講

■「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

主
要
事
業
に
お
け
る
中
学
生
の

実
行
委
員

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。市
で
は
、

推
進
委
員
会
を
組
織
し
、
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
一
環
と
し
て
、
中
学

生
の
意
見
発
表
等
を
行
う
主
要

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
実
行
委

員
と
し
て
一
緒
に
企
画
や
運
営

を
担
う
中
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
中

学
生

▽
活
動
期
間　

２
月
中
旬
〜
７

月
中
旬

▽
募
集
人
数　
　

人
程
度

２０

▽
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
所
属
中
学
校
名
、

学
年
、
応
募
抱
負
等
を
所
定
の

用
紙
に
記
入
し
、
２
月
３
日
豺

ま
で
に
福
祉
推
進
課
（
市
役
所

２
階
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
２
ま
で
。

■
環
境
市
民
の
集
い
〜
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の　
２０

歳
以
上
で
開
催
趣
旨
に
沿
う
方

▽
開
催
予
定
日
時
・
場
所　

６

月
１
日
豸
午
前　

時
〜
午
後
２

１０

時　

分
／
市
役
所
東
側
駐
車
場

３０
▽
募
集
区
画　

駐
車
場
付
き
ブ

ー
ス
形
体　

区
画

２５

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▽
応
募
方
法　

２
月　

日
貊
ま

１４

で
に
必
着
で
、
往
復
は
が
き
に

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

説
明
会
の
出
欠
を
記
入
し
、
市

役
所
環
境
課
環
境
市
民
の
集
い

事
務
局
（
〒　
　

東
大
和
市
中

２０７-
８５８５

央
３
―　

）
へ
郵
送
願
い
ま
す
。

９３０

▽
問
合
せ　

環
境
課
・
内
線
１

２
７
２
ま
で
。

■
市
民
文
化
祭
〜
新
規
に
参
加

を
希
望
す
る
団
体
等

　

次
の
参
加
要
件
に
該
当
し
、

　

月
中
旬
か
ら
実
施
す
る
予
定

１０の
市
民
文
化
祭
に
新
た
に
参
加

を
希
望
す
る
団
体
等
に
つ
い
て

は
、
１
月　

日
貅
ま
で
に
社
会

３０

教
育
課
（
市
役
所
５
階
）
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
参
加
要
件　

①
昨
年
の
市
民

文
化
祭
で
実
施
し
た
種
目
以
外

で
参
加
を
希
望
す
る
こ
と
②
市

内
で
活
動
し
、
広
く
一
般
市
民

の
参
加
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
団

体
・
サ
ー
ク
ル
等
で
あ
る
こ
と

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

■
市
嘱
託
員

　

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
、
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
相
談
員

国
民
年
金
制
度
に
関
す
る
必
要

な
知
識
・
経
験
（
年
金
事
務
所

等
の
勤
務
経
験
）
を
有
す
る
方

／
１
人
／
①
月
〜
金
曜
日
（
１

日
６
時
間
）②
月
〜
土
曜
日
（
１

日　

時
間
が
４
日
、
土
曜
日
は

６.５
４
時
間
）
で
①
②
の
週
替
わ
り

（
週　

時
間
）
／
国
民
年
金
制

３０

度
相
談
事
務
、
各
種
受
付
事
務

／
時
給
一
、
二
七
〇
円

◎
保
育
士

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
／

１
人
／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時
（
１
日　

３０

７.５

時
間
、
週　

時
間
）
／
や
ま
と

３０

あ
け
ぼ
の
学
園
の
障
害
児
の
療

育
／
時
給
一
、
四
七
〇
円

◎
管
理
栄
養
士

管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る

方
／
１
人
／
月
〜
金
曜
日
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時
の
１
日

３０

　

時
間
で
週　

時
間
（
週
４
日
）

７.５

３０

内
で
管
理
者
が
指
定
し
た
日
／

栄
養
指
導
事
業
で
の
管
理
栄
養

士
業
務
／
時
給
二
、
〇
〇
〇
円

◎
障
害
者
施
設
業
務
員

盧
盪
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方　

盧
社
会
福
祉
主
事
（
社
会

福
祉
に
関
す
る
３
科
目
の
履
修

に
よ
る
資
格
取
得
は
除
く
）
ま

た
は
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る
方
盪
保
育
士
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
あ
る
い
は
介
護
職

員
初
任
者
研
修
課
程
修
了
以
上

の
資
格
を
有
し
、
障
害
者
福
祉

施
設
で
介
助
経
験
が
あ
る
方
／

２
人
／
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８

時　

分
〜
午
後
５
時
の
う
ち
週

３０

　

時
間
（
１
日
６
時
間
、
週
５

３０日
）
／
障
害
者
の
日
常
生
活
等

の
支
援
・
介
助
／
時
給
一
、
四

七
〇
円

◎
市
税
等
収
納
推
進
員
窕
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
収
納

推
進
員
窘

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
の
生

２４

ま
れ
で
、
税
金
ま
た
は
公
金
の

収
納
に
関
し
て
必
要
な
知
識
・

経
験
が
あ
る
方
／
各
１
人
／
窕

は
①
月
〜
金
曜
日
（
１
日　

時
７.５

間
）②
月
〜
土
曜
日（
１
日　

時
６.５

間
が
４
日
、
土
曜
日
は
４
時
間
）。

窘
は
①
月
〜
金
曜
日
（
１
日
６

時
間
）
②
月
〜
土
曜
日
（
１
日

　

時
間
が
４
日
、
土
曜
日
は
４

６.５時
間
）
／
窕
・
窘
共
に
①
②
週

替
わ
り
で
週　

時
間
／
窕
は
市

３０

税
等
の
徴
収
に
係
る
徴
税
吏
員

の
補
助
や
口
座
振
替
促
進
に
関

す
る
事
務
。
窘
は
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
等
の
徴
収
に
係
る

職
員
の
補
助
事
務
／
時
給
一
、

二
七
〇
円

◎
学
童
保
育
所
指
導
員

保
育
士
ま
た
は
教
員
（
幼
稚
園

を
含
む
）
の
資
格
を
有
す
る
方

／
１
人
／
１
年
平
均
で
１
週
間

催
し
物
の
ご
案
内
 

郷
土
博
物
館
・
中
央
公
民
館
 

　
　
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報
ほ
か
 

（
月
〜
土
曜
日
）
当
た
り　

時
間

３０

内
／
小
学
３
年
生
（
障
害
児
は

６
年
生
）
ま
で
の
児
童
に
対
す

る
安
全
確
保
、
健
全
育
成
、
生

活
指
導
、
保
護
者
と
の
情
報
交

換
／
月
額
一
九
万
八
〇
〇
円

◎
公
民
館
業
務
員

大
学
等
で
社
会
教
育
主
事
課
程

を
修
了
、
社
会
教
育
主
事
の
講

習
を
修
了
ま
た
は
教
員
の
資
格

を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
（
簡
単
な

文
書
作
成
・
表
計
算
）が
で
き
る

方
／
１
人
／
原
則
火
〜
金
曜
日

ま
た
は
火
・
水
・
金
・
土
曜
日

の
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

（
週　

時
間
、週
４
日
）
／
障
害

３０

者
青
年
教
室
等
の
公
民
館
事
業

の
企
画
・
運
営
、
公
民
館
管
理

業
務
等
／
時
給
一
、
四
七
〇
円

◎
宿
日
直
業
務
員

宿
日
直
勤
務
が
可
能
な
方
／
１

人
／
日
直
・
宿
直
を
併
せ
て
月

に　

日
前
後
（
週　

時
間
程
度
）。

１４

３０

日
直
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日
及

び
年
末
年
始
の
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時
。
宿
直
は
午
後
４

時　

分
〜
翌
日
午
前
９
時
（
仮

４５
眠
休
憩
時
間
及
び
緊
急
時
等
対

応
勤
務
有
り
）
／
庁
舎
宿
日
直

業
務
（
婚
姻
届
や
出
生
届
等
の

戸
籍
関
係
書
類
の
受
付
、
住
民

票
交
付
、
火
災
時
の
対
応
等
）

／
時
給
一
、
二
七
〇
円

◎
庁
用
車
運
転
業
務
員

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
の
生

２１

ま
れ
で
普
通
自
動
車
運
転
免
許

証
を
有
す
る
方
／
１
人
／
①
月

〜
金
曜
日
の
う
ち
、
お
お
む
ね

２
〜
３
日
間
の
午
後
１
時　

分
１５

〜
６
時　

分
（
１
日
５
時
間
）

１５

／
庁
用
車
で
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
／
時
給
一
、
二
七
〇
円

◎
図
書
館
業
務
員

司
書
の
資
格
を
有
す
る
方
／
１

人
／
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５

４５

時　

分（
１
日　

時
間
、週　

時

１５

７.５

３０

間
で
週
４
日
）／
勤
務
日
は
土
・

日
曜
日
を
含
む
／
図
書
館
業
務

全
般
／
時
給
一
、
四
七
〇
円

◎
事
務
専
門
員

パ
ソ
コ
ン
（
文
書
作
成
・
表
計

算
）
の
で
き
る
方
／
１
人
／
月

〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
１
日
６
時
間
、
週　

時
３０

間
）
／
会
計
事
務
／
時
給
一
、

二
七
〇
円

【
共
通
事
項
】

▽
委
嘱
期
間　

４
月
１
日
か
ら

１
年
間
（
障
害
者
施
設
業
務
員

の
う
ち
１
人
は
４
月　

日
か
ら
、

１６

公
民
館
業
務
員
は
５
月　

日
か

１６

ら
１
年
間
）

※
市
の
規
定
に
よ
る
更
新
有
り
。

▽
選
考
日
時
・
内
容

�
国
民
年
金
相
談
員
、保
育
士
、

管
理
栄
養
士
、
障
害
者
施
設
業

務
員
は
２
月
８
日
貍
午
前
９
時

か
ら
／
論
文
試
験
、
面
接
試
験

�
事
務
専
門
員
、
宿
日
直
業
務

員
、
庁
用
車
運
転
業
務
員
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
収
納

推
進
員
、市
税
等
収
納
推
進
員
、

学
童
保
育
所
指
導
員
、
図
書
館

業
務
員
、
公
民
館
業
務
員
の
一

次
試
験
は
２
月
８
日
貍
午
前
９

時
か
ら
論
文
試
験
（
事
務
専
門

員
は
事
務
適
性
検
査
も
実
施
）。

二
次
試
験
は
２
月　

日
貊
に
面

２１

接
試
験
。
時
間
等
詳
細
は
第
一

次
試
験
の
合
格
者
に
通
知
。

▽
募
集
要
項
の
配
布　

２
月
７

日
貊
ま
で
の
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時
の
間
、
職
員
課
（
市

役
所
３
階
）
で
配
布
（
土
・
日

曜
日
及
び
祝
日
は
除
く
。
募
集

要
項
等
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

▽
応
募
受
付　

２
月
６
日
貅
・

７
日
貊
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時
／
職
員
課

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
職
員

課
・
内
線
１
３
３
１
ま
で
。

�������������������������������������������������������������������������

座
申
込
み
」、氏
名
、性
別
、年
齢
、

住
所
、電
話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
記
載
し
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い（
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル

で
申
込
み
の
場
合
、
３
日
以
内

に
確
認
の
連
絡
を
し
ま
す
）。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

中
央
公
民
館
�　

―　

―
２
４

０４２

５６４

５
１
ま
で
。

■
き
ら
め
き
友
好
ア
ー
ト
展

▽
日
時　

１
月　

日
貊
〜
２
月

３１

２
日
豸
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

　

分
３０▽

場
所　

郷
土
博
物
館

▽
展
示
作
品　

市
内
の
中
学
生

と
友
好
都
市
福
島
県
喜
多
方
市

の
中
学
生
の
美
術
作
品

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
４
ま
で
。

■
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報
〜

喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！

○
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
冬
ま
つ
り

　

�
冬
も
楽
し
い
喜
多
方
で
楽

し
む
べ
ぇ
�
�
を
合
言
葉
に
、

冬
の
喜
多
方
市
も
楽
し
み
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
回
は
、
地
元
の
８
つ
の
そ

ば
打
ち
団
体
が
集
結
す
る
「
そ

ば
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日
貍
・　

日

１５

１６

豸
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
場
所　

喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化

セ
ン
タ
ー
特
設
テ
ン
ト

▽
料
金　

も
り
そ
ば
・
か
け
そ

ば
各
１
杯　

円
（
チ
ケ
ッ
ト
制
）

５００

※
詳
し
く
は
、
喜
楽
里
博
運
営

委
員
会
事
務
局
�
０
２
４
１
―

　

―
５
２
０
０
へ
。

２４※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、

喜
多
方
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.kitakata-k

anko.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

市役所（本庁舎）の土曜窓口をご利用ください 毎週土曜日午前 8時 30分～正午（祝日及び年末年始は除く）／市民課、保険年金課、課税課、
納税課、子育て支援課、保育課で、平日業務の一部を実施／問合せ　企画課・内線 1424 まで
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�

の
参
加
も
で
き
ま
す
）
／
１
月

　

日
貊
午
前
９
時　

分
〜　

時

２４

３０

１１

／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育

て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
小

児
科
医
と
の
相
談
が
で
き
ま
す

／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
育
児
相
談
会
〜
双
子
ち
ゃ
ん

集
ま
れ
！

　

双
子
と
そ
の
家
族
（
妊
婦
の

方
や
保
護
者
の
み
の
参
加
も
で

き
ま
す
）
／
１
月　

日
豺
午
前

２７

９
時　

分
〜　

時
／
市
立
保
健

３０

１１

セ
ン
タ
ー
／
双
子
の
子
育
て
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ

う
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
歯
周
病
予
防
講
演
会
「
し
っ

か
り
か
ん
で
脳
の
血
流
ア
ッ
プ

〜
健
口
体
操
か
ら
効
果
的
な
歯

み
が
き
ま
で
〜
」

　

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
と
、
元

気
が
わ
い
て
き
ま
せ
ん
か
。
脳

の
血
流
も
よ
く
な
り
、
認
知
症

の
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す
。
ま

た
、
お
口
を
健
康
に
保
つ
た
め

の
体
操
や
歯
の
み
が
き
方
も
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
当

日
歯
ブ
ラ
シ
を
１
本
ず
つ
お
渡

し
し
ま
す
。

日
時　

２
月　

日
豺
午
後
２
時

２４

〜
３
時　

分
／
市
立
保
健
セ
ン

３０

タ
ー
／
講
師　

原
健
久
氏
（
東

大
和
市
歯
科
医
師
会
）

■
男
性
の
料
理
教
室

　

日
本
の
和
食
が
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ひ
と

工
夫
で
簡
単
に
出
来
る
和
食
料

理
（
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
）
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
男

性
／
２
月　

日
貅
午
前
９
時　

１３

３０

分
〜
午
後
０
時　

分
／
市
立
保

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
）

２０

／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
２
月
５

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
／
事
前

１０

予
約
制
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

■
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

東
大
和
市
役
所
に
お
い
て
、

献
血
を
行
い
ま
す
。

　

冬
季
は
、
献
血
す
る
方
が
減

少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
健

康
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
現
在
「
は
た
ち
の
献

血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
た
二
十
歳
の

皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
献
血
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月　

日
貅
午
前　

時

２３

１０

〜
正
午
、
午
後
１
時　

分
〜
３

１５

時　

分
／
市
役
所
北
側
駐
車
場

４５
�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

　

１
月　

日
豺
午
後
２
時
か
ら

２０

／
市
役
所
会
議
棟
第
７
・
８
会

議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　

５
人

（
申
込
順
）
／
保
育
の
用
意
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方

は
１
月　

日
貅
ま
で
に
子
育
て

１６

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／
１
月　

日
豺
午
後
１

２７

時　

分
〜
３
時　

分
／
市
立
保

３０

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。

２０

１
月　

日
貅
か
ら
受
付
を
開
始

１６

し
ま
す
）
／
保
育
室
の
用
意
が

あ
り
ま
す
（　

人
。
申
込
順
）

１５

／
離
乳
食
の
進
め
方
の
話
、
調

理
実
習
、
試
食
／
母
子
健
康
手

帳
、
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
バ
ス
タ
オ
ル
等

■
乳
幼
児
の
む
し
歯
予
防
教
室

　

１
歳
〜
１
歳
６
か
月
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
／
１
月　

日
３０

貅
午
前　

時
〜　

時　

分
／
市

１０

１１

３０

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申

２４

込
順
。定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

３
月　

日
豺
の
教
室
に
な
り
ま

１７

す
）
／
歯
と
食
生
活
、
上
手
な

歯
の
磨
き
方
の
話
、
生
活
リ
ズ

ム
／
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
、

保
健
師
／
母
子
健
康
手
帳

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

及
び
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み

支
援
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
／
子
育
て
支
援
課
・
内
線
１

７
６
８
ま
で
。

■
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
・
専
門
部
会

　

１
月　

日
貅
午
後
２
時
か
ら

２３

／
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
会

議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
１０

（
当
日
先
着
順
）
／
ス
リ
ッ
パ

等
の
履
き
物
／
給
食
課
�　

―
０４２

　

―
１
２
８
２
ま
で
。

５６４■
地
域
自
立
支
援
協
議
会

　

２
月　

日
貊
午
前　

時
か
ら

１４

１０

／
中
央
公
民
館
／
議
題　

全
体

会
及
び
専
門
部
会
か
ら
の
活
動

報
告
、
１
年
間
の
活
動
の
ま
と

め
と
次
年
度
に
向
け
て
の
意
見

交
換
／
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
１０

（
当
日
先
着
順
）
／
手
話
通
訳

を
希
望
す
る
方
は
１
月　

日
貊

３１

ま
で
に
障
害
福
祉
課
（
フ
ァ
ク

ス　

―　

―
５
９
２
８
）
へ
お

０４２

５６３

申
し
込
み
く
だ
さ
い
／
障
害
福

祉
課
・
内
線
１
１
２
３
ま
で
。

■
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　

２
月　

日
貂
午
後
７
時
か
ら

１８

／
市
役
所
会
議
棟
第
７
・
８
会

議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
１０

（
当
日
先
着
順
）
／
高
齢
介
護

課
・
内
線
１
１
７
１
ま
で
。

■
２
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の

発
達
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
そ
の

保
護
者
／
２
月
５
日
貉
は
湖
畔

集
会
所
、
２
月　

日
貉
は
清
水

１２

集
会
所
、
２
月　

日
貉
は
仲
原

１９

集
会
所
／
午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
／
当
日
直
接
会
場
に
お

４５

越
し
く
だ
さ
い
／
子
ど
も
家
庭

支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
３

０４２

５６５

６
５
１
ま
で
。

■
ご
み
対
策
課
か
ら

◎
事
業
系
ご
み
の
出
し
方

　

事
業
所
等
か
ら
排
出
さ
れ
る

事
業
系
一
般
廃
棄
物
は
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
処
理
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
収
集
運
搬
許
可
業
者
と
契
約

し
て
排
出
す
る
。

②
事
前
に
市
へ
申
込
み
を
行
い
、

指
定
収
集
袋
等
を
購
入
し
て
排

出
す
る
。

※
②
の
方
法
で
処
理
す
る
場
合
、

１
日
当
た
り
の
排
出
量
が　

キ
１０

ロ
グ
ラ
ム
未
満
で
、
原
則
戸
別

収
集
で
す
。
手
続
き
し
て
い
な

い
事
業
所
は
、ご
み
対
策
課（
市

役
所
３
階
）
で
登
録
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
店
舗
と
住
居

が
同
一
の
方
は
、
事
業
か
ら
生

じ
る
ご
み
と
家
庭
ご
み
と
を
分

け
て
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
粗
大
ご
み
の
出
し
方

　

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

粗
大
ご
み
の
申
込
み
は
「
粗
大

ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
」
（
�　
０４２

―　

―
６
５
０
０
）
で
受
け
付

５６２
け
て
い
ま
す
。
手
数
料
は
、
申

込
み
の
際
に
ご
案
内
し
ま
す
。

金
額
に
相
当
す
る
「
廃
棄
物
処

理
シ
ー
ル
」
を
取
扱
店
で
購
入

し
、
粗
大
ご
み
に
貼
っ
て
か
ら

回
収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
年
賀
状
等
使
用
済
み
不
用
は

が
き
を
回
収
し
ま
す

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
紙

資
源
の
再
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、不
用
に
な
っ
た「
は
が
き
」

の
回
収
を
行
い
ま
す
。
回
収
し

た
不
用
は
が
き
は
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
十
分
配
慮
し
、
紙
製
品
と

し
て
再
利
用
し
ま
す
。
回
収
し

た
不
用
は
が
き
は
、
返
却
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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市
民
の
方
が
所
有
す
る
住
宅
、

ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
し
た

場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

※
平
成　

年
度
以
降
に
同
一
の

２３

住
宅
・
店
舗
で
補
助
金
を
受
け

た
方
は
、
今
年
度
の
補
助
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
平
成　

年
度

２２

以
前
に
同
一
住
宅
・
店
舗
で
受

け
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
建
物　

市
内
に
所
有
す

る
自
己
居
住
用
の
住
宅
、
市
内

に
あ
る
自
己
営
業
用
の
小
売
店

舗
等
で
風
俗
営
業
法
の
規
制
を

受
け
な
い
店
舗

※
自
己
営
業
用
店
舗
を
賃
借
し

て
い
る
場
合
も
対
象
で
す
。

▽
対
象
工
事　

工
事
金
額
が
消

費
税
額
を
除
き　

万
円
以
上
で
、

１５

市
内
の
建
設
業
者
に
よ
り
行
う

増
改
築
工
事
。
か
つ
、
交
付
決

定
以
降
に
着
工
し
、
平
成　

年
２６

３
月　

日
ま
で
に
完
了
す
る
工

３１

事
で
あ
る
こ
と

※
申
請
前
に
着
工
し
た
工
事
は

補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額　

工
事
金
額
の
５

％
以
内
で　

万
円
を
最
高
限
度

１０

※
今
年
度
は
例
年
よ
り
多
く
の

申
請
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
補
助

制
度
は
予
算
の
範
囲
内
で
対
応

し
て
い
る
た
め
、
予
算
額
に
到

達
次
第
、受
付
は
終
了
し
ま
す
。

◎
住
宅
増
改
築
工
事
を
す
る
方

へ
〜
施
工
団
体
を
あ
っ
せ
ん
し

ま
す

　

市
で
は
、
住
宅
等
の
増
改
築

及
び
修
繕
を
お
考
え
の
方
で
、

「
ど
こ
に
頼
ん
だ
ら
よ
い
か
業

者
が
分
か
ら
な
い
」
「
相
談
相

手
が
い
な
い
」
等
で
お
困
り
の

方
に
市
と
協
定
し
て
い
る
施
工

団
体
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
（
団

体
の
登
録
業
者
が
派
遣
さ
れ
ま

す
）。あ
っ
せ
ん
を
希
望
す
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
産
業

振
興
課
・
内
線
１
０
７
５
ま
で
。

※
お
年
玉
付
年
賀
は
が
き
の
抽

選
日
は
１
月　

日
豸
で
す
。

１９

回
収
期
間　

１
月　

日
豺
〜
２

２０

月　

日
貊（
閉
庁
日
、休
館
日
は

２８
除
く
）
／
回
収
場
所　

ご
み
対

策
課
（
市
役
所
３
階
）、市
民
セ

ン
タ
ー
、中
央
・
蔵
敷
・
狭
山
公

民
館
、
市
内
郵
便
局
／
回
収
箱

は
設
置
し
ま
せ
ん
の
で
、
窓
口

で
職
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

■
大
気
汚
染
情
報
〜
東
京
都
環

境
局

　

大
気
汚
染
情
報
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
く
ら
し
の
情

報
」
内
、「
環
境
問
題
」
の
カ
テ

ゴ
リ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
／
環

境
課
・
内
線
１
２
７
２
ま
で
。

■
工
事
の
た
め
新
堀
地
区
会
館

図
書
室
が
利
用
で
き
ま
せ
ん

　

改
修
工
事
の
た
め
、
２
月
３

日
豺
〜
３
月
６
日
貅
の
間
、
新

堀
地
区
会
館
の
図
書
室
が
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
／
市
民
生
活

課
・
内
線
１
７
１
４
ま
で
。

■
平
成　

年
工
業
統
計
調
査
に

２５

ご
協
力
を

　

経
済
産
業
省
で
は
工
業
統
計

調
査
を
平
成　

年　

月　

日
現

２５

１２

３１

在
で
実
施
し
ま
す
。
工
業
統
計

調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業

所
を
対
象
に
、
１
年
間
の
生
産

活
動
に
伴
う
製
造
品
の
出
荷
額
、

原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、

製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共

団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、

企
業
、
大
学
等
の
研
究
資
料
、

学
習
用
教
材
等
、
幅
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。
調
査
を
お
願
い
す

る
製
造
事
業
所
に
は
、
統
計
調

査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
事
業

所
を
既
に
訪
問
し
て
い
ま
す
の

で
、
１
月
下
旬
ま
で
に
ご
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
員
は

調
査
員
証
を
必
ず
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
確
認
の
う
え
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
／
総
務

管
財
課
・
内
線
１
３
１
２
ま
で
。

■
下
水
道
管
清
掃
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
下
水
道
管
の
流
下

機
能
の
回
復
等
を
目
的
と
し
て
、

定
期
的
に
下
水
道
管
の
清
掃
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
清
掃
作
業

は
道
路
上
で
行
い
ま
す
が
、
公

共
汚
水
ま
す
の
ふ
た
を
開
け
る

た
め
に
、
民
地
内
に
委
託
業
者

が
立
ち
入
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
腕
章
及
び
身
分
証
明

書
を
持
っ
た
作
業
員
が
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時　

１
月
〜
２
月
末
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
／
清
掃
予
定
場

所　

湖
畔
一
丁
目
〜
三
丁
目
、

清
水
一
丁
目
〜
五
丁
目
の
一
部
、

狭
山
一
丁
目
〜
五
丁
目
の
一
部

ほ
か
（
市
内　

か
所
）
／
下
水

４４

道
課
・
内
線
１
２
３
３
ま
で
。

新
春
を
迎
え
皆
様
の 

　
　
　
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

　
　
平
成
二
十
六
年
　
元
旦 

住
宅
・
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
の
 

　
　
　
　
　
　
　
一
部
を
補
助
し
ま
す

市
内
建
設
業
者
に
発
注
す
る
こ
と
で
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▽
投
票
日
時　

２
月
９
日
豸
午

前
７
時
〜
午
後
８
時

▽
期
日
前
・
不
在
者
投
票
期
間

１
月　

日
貊
〜
２
月
８
日
貍
午

２４

前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

３０

▽
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
所

市
役
所
会
議
棟
第
１
会
議
室

※
期
日
前
投
票
所
で
投
票
す
る

方
は
、
投
票
所
入
場
整
理
券
裏

面
の
「
期
日
前
投
票
宣
誓
書
兼

請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め
記

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
投
票
が
で
き
る
方　

平
成
６

年
２
月　

日
以
前
に
生
ま
れ
た

１０

方
で
、
平
成　

年　

月　

日
以

２５

１０

２２

前
に
転
入
届
出
し
、
引
き
続
き

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

※
平
成　

年　

月　

日
以
降
、

２５

１０

２３

東
京
都
内
の
市
区
町
村
に
選
挙

権
が
あ
る
方
で
東
大
和
市
へ
転

入
し
た
方
や
、
東
大
和
市
に
選

挙
権
が
あ
る
方
で
東
京
都
内
の

市
区
町
村
へ
転
出
し
た
方
は
、

投
票
の
際
に
「
住
民
票
の
写
し

（
選
挙
用
は
無
料
）」ま
た
は「
都

内
に
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る

旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

▽
投
票
が
で
き
な
い
方　

投
票

す
る
時
に
東
京
都
外
へ
転
出
し

た
方
、
都
内
の
市
区
町
村
に
住

所
を
２
回
以
上
転
出
届
出
し
た

方
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
の
な

い
方

▽
選
挙
公
報　

２
月
３
日
頃
に

全
戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
・
内
線
１
５
９
２
ま
で
。

�

今 号 の 「 ほ ん ・ 本 ・ Book 」 は お 休 み で す 。

 膀胱 がん
ぼうこう

　
　膀胱は骨盤内にある臓器で、尿を一時的
にためる役割をしています。膀胱がんは、
膀胱の表面をおおう移行上皮が、がん化す
るものがほとんどです。６０歳以降で増加し、
男性の方が女性より 罹患 率が高く、女性の

り か ん

約４倍です。尿路上皮がん（腎 盂 、尿管、
う

膀胱）の中で、膀胱がんが最も死亡率が高
く、７割以上を占めます。罹患数でも膀胱
がんが最も多く、尿路上皮がん全体の約半
数を占めます。膀胱がんのリスク要因は喫
煙であり、男性の５０％以上、女性の約３０％
の膀胱がんは、喫煙のために発生するとの
試算があります。また、職業性曝露（仕事
で薬などを使用するため、その影響をうけ
てしまうこと）による、ナフチルアミン、
ベンジジン、アミノビフェニルも確立した
リスク要因とされています。
　膀胱がんは、進達度により大きく２つの
タイプに分かれ、治療法が異なります。
表在性：悪性度の低いがんで、多くは膀胱
の内面に突出し、根は浅く、表は乳頭状で
狭い茎を持っています。膀胱がんの約７０％
はこのタイプです。内視鏡手術で治療でき
ますが、半数以上が膀胱内に再発します。
浸潤性：悪性度が高く、根が深く、転移も
しやすいとされます。内視鏡手術で治療す
ることは難しく、膀胱摘出手術や抗がん剤、
放射線療法などの集約的治療が必要です。
　膀胱がんの多くは、通常痛みを伴わない
肉眼で見える血尿によって発見されます。
特に５０歳以上の方では膀胱がんの頻度も
高く、一回しか血尿が出なかった方や尿潜
血の方もよく調べる必要があります。また、
頻尿や排尿時の痛みなど膀胱炎のような症
状がでることもあり、膀胱炎を繰り返した
り、なかなか膀胱炎が治らないときには泌
尿器科を受診されることをお勧めします。

公益社団法人東大和市医師会

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
休
日
の
臨

時
収
納
窓
口
及
び
土
曜
開
庁
窓

口
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
今
月
の
休
日
臨
時
収
納
窓
口

１
月　

日
豸
午
前
８
時　

分
〜

２６

３０

正
午

▽
土
曜
開
庁
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午
（
祝

３０

日
は
除
く
）

※
休
日
臨
時
収
納
窓
口
・
土
曜

開
庁
窓
口
に
お
け
る
納
税
相
談

は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る
よ

う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
納
税
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重
な

る
場
合
は
、申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
、
納
税

課
（
市
役
所
１
階
）、市
内
の
金

融
機
関
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

臨
時
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　1月31日（金） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税　　　　　　　　第4期  
・国民健康保険税　　　　　　第7期  
・介護保険料　　　　　　　　第7期 

・後期高齢者医療保険料　　　第7期 

□
読
書
会
（
東
大
和
子
ど
も
の

本
を
読
む
会
）
／
１
月　

日
午

１８

前　

時　

分
〜
正
午
／
中
央
図

１０

１５

書
館
／
明
日
は
ど
の
道
を
行
こ

う 

Ｊ
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
著

／
■費
 
　

円
（
資
料
代
）
／
■問
 

小

１００

原　

―　

―
９
０
５
４

０４２

５６１

□
第　

回
東
大
和
環
境
こ
ん
わ

１０

会
（
環
境
学
習
リ
ー
ダ
ー
連
絡

会
）
／
１
月　

日
午
後
１
時　

３１

３０

分
〜
４
時　

分
／
中
央
公
民
館

３０

／
市
職
員
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
大
和
ご

み
レ
ス
く
ら
ぶ
の
お
話
、
参
加

者
に
よ
る
意
見
交
換
／
■申
 

田
口

　

―　

―
８
２
１
４

０４２

５６１

□
公
開
医
学
講
座
「
脳
卒
中
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
（
社

会
医
療
法
人
財
団
大
和
会
）
／

２
月
１
日
午
後
３
時　

分
〜
４

３０

時　

分
／
武
蔵
村
山
病
院
／
■講
 

３０
鈴
川
活
水
／
■問
 

東
大
和
病
院　
０４２

―　

―
８
３
０
７

５６７
□
参
加
・
体
験
・
感
動
！
ふ
れ
あ

い
こ
ど
も
ま
つ
り
（
ふ
れ
あ
い

こ
ど
も
ま
つ
り
東
大
和
地
域
実

行
委
員
会
）
／
２
月
２
日
午
前

　

時
〜
午
後
４
時　

分
／
ハ
ミ

１０

１０

ン
グ
ホ
ー
ル
／
定
員
は
作
品
に

よ
り
異
な
り
ま
す（
申
込
順
）／

０
歳
か
ら
楽
し
め
る
舞
台
作
品

や
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
／
■費
 

千
五
百
円
〜
二
千
五
百
円
／
■申
 

２
月
２
日
ま
で
に
東
大
和
子
ど

も
劇
場　

―　

―
８
９
３
４
へ
。

０４２

５６３

□
卓
球
教
室
（
は
ぴ
ね
す
ま
い

る
東
大
和
）
／
小
学
生
以
上
／

２
月
８
日
午
前
９
時　

分
〜
午

３０

後
２
時
／
市
民
体
育
館
／
午
前

は
指
導
、
午
後
は
フ
リ
ー
プ
レ

ー
で
す
。
無
料
貸
ラ
ケ
ッ
ト
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
体
験
コ

ー
ナ
ー
有
り
／
■費
 

小
・
中
学
生

　

円
、そ
の
他
の
方　

円（
会
員

３００

５００

の
方
は
、
小
・
中
学
生
と　

歳
６５

以
上　

円
、そ
の
他
の
方　

円
）

１００

３００

／
■申
 

市
民
体
育
館
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
市

民
体
育
館
窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス　

―　

―
３
５
３
２
へ
。
当

０４２

５６６

日
申
込
み
も
で
き
ま
す
／
■問
 

市

民
体
育
館　

―　

―
３
５
３
１

０４２

５６６

□
か
ぎ
針
講
習
会（
ま
ゆ
の
会
）

／
小
学
生
以
上
で
、
か
ぎ
針
編

を
初
め
て
す
る
方
／
２
月
８
日

午
前　

時
〜
正
午
／
中
央
公
民

１０

館
／　

人
（
申
込
順
）
／
■講
 

大

１０

河
原
万
里
子
／
■費
 
　

円
（
材
料

１００

代
）
／
■持
 

か
ぎ
針
８
号
／
■申
 

１

月　

日
ま
で
に
大
渡　

―　

―

３１

０４２

５６１

５
４
１
８
へ
。

□
ポ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
）

／
小
学
４
年
生
ま
で
（
１
チ
ー

ム
７
人
以
上
）
／
２
月　

日
午

２３

前
９
時
か
ら
／
三
中
体
育
館
／

申
込
書
は
市
内
小
学
校
、
市
民

体
育
館
で
配
布
し
ま
す
／
■申
 

２

月
１
日
ま
で
に
フ
ァ
ク
ス
で
永

田　

―　

―
６
１
１
０
へ
。

０４２

５６２

□
ヨ
ー
ガ
会
員
募
集
（
ら
く
ら

く
シ
ン
プ
ル
・
ヨ
ー
ガ
）
／
毎

週
火
曜
日
午
前　

時
〜
正
午
／

１０

向
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
ヨ
ー
ガ
、

軽
体
操
、西
式
健
康
法
、自
然
療

法
等
／
■持
 

バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ

ル
／
体
操
を
し
や
す
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
／
■月
 

四
千
円

／
■問
 

市
川　

―　

―
２
４
２
１

０４２

５６３

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

■
交
通
少
年
団
団
員
を
募
集
し

ま
す
〜
東
大
和
地
区
交
通
安
全

協
会

　

交
通
少
年
団
は
、
訓
練
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
学
び
、

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
の
心
を

持
っ
た
交
通
社
会
人
と
し
て
育

つ
こ
と
を
願
い
、
各
交
通
安
全

協
会
単
位
に
結
成
し
て
い
ま
す
。

入
団
資
格　

①
４
月
に
小
学
３

・
４
年
生
に
な
る
児
童
②
自
転

車
に
乗
れ
る
こ
と
③
月
１
・
２

回
、
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
の

活
動
に
参
加
で
き
る
こ
と
／
申

込
期
限　

２
月　

日
貅
／
東
大

２０

和
地
区
交
通
安
全
協
会
�　

―
０４２

　

―
６
１
６
１
へ
。

５６５■
第
９
回
文
化
協
会
の
祭
典

　

友
好
都
市
の
喜
多
方
市
に
あ

る
山
都
町
の
飯
豊
権
現
太
鼓
と

語
り
べ
保
存
会
を
招
き
ま
す
。

心
に
響
く
勇
壮
な
太
鼓
と
郷
土

の
民
話
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
１
日
貍
午
前　

時
１０

開
場
／
内
容
等　

展
示
部
門 

午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
花
道

１０

連
盟
、
書
道
連
盟
、
美
術
会
、

手
工
芸
連
盟
、
菊
花
愛
好
会
、

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
、
写

真
連
盟
）、舞
台
部
門 

正
午
〜

午
後
３
時
（
吟
詠
連
盟
、
民
謡

連
盟
、
日
本
舞
踊
連
盟
、
音
楽

愛
好
会
）、特
別
出
演 

午
後
３

時
〜
４
時
（
飯
豊
権
現
太
鼓
と

語
り
べ
）
／
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

／
主
催　

東
大
和
市
文
化
協
会

／
後
援　

東
大
和
市
、
東
大
和

市
教
育
委
員
会
／
社
会
教
育
課

・
内
線
１
５
５
３
ま
で
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
市
民
の
た
め
の
福
祉
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座

○
基
本
編
「
東
大
和
市
の
福
祉

事
情
を
知
ろ
う
！
」

　

２
月　

日
貅
午
後
１
時　

分

１３

３０

〜
４
時
／
市
内
の
福
祉
制
度
に

つ
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
は
？
、
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
紹
介
、
車
い
す
体
験

学
習

○
子
育
て
編
「
子
ど
も
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
よ
う
！
」

　

２
月　

日
貂
午
後
１
時　

分

１８

３０

〜
４
時
／
子
ど
も
の
心
理
・
ふ

れ
あ
い
方
に
つ
い
て
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
か
る
が
も

ひ
ろ
ば
の
見
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
編
「
楽

し
く
学
ぶ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

　

２
月　

日
貅
午
前
９
時　

分

２０

３０

〜
正
午
／
高
齢
者
や
一
般
向
け

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本

・
体
験

〇
高
齢
者
編
「
高
齢
者
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
よ
う
！
」

　

２
月　

日
貍
午
前
９
時　

分

２２

３０

〜
正
午
／
内
容　

高
齢
者
の
心

理
・
身
体
機
能
に
つ
い
て
、
向

台
老
人
ホ
ー
ム
の
見
学
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験

○
障
害
者
編
「
障
害
者
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
よ
う
！
」

　

２
月　

日
貂
午
前
９
時　

分

２５

３０

〜
正
午
／
障
害
者
の
心
理
・
身

体
機
能
に
つ
い
て
、
東
大
和
療

育
セ
ン
タ
ー
の
見
学
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験

【
共
通
事
項
】

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
ほ
か

／
各
回　

人
（
抽
選
）
／
無
料

２０

／
い
ず
れ
か
１
回
の
受
講
も
で

き
ま
す
／
申
込
期
限　

２
月
７

日
貊
／
申
込
み　

社
会
福
祉
協

議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
０
０
３
５
へ
。

０４２

５６４

◎
見
守
り
・
声
か
け
活
動
協
力

員
研
修
会
の
参
加
者
を
募
集

　

見
守
り
・
声
か
け
活
動
の
協

力
員
を
対
象
に
、
研
修
会
を
開

催
し
ま
す
。
現
在
は
協
力
員
で

は
な
い
方
で
も
、関
心
が
あ
り
、

研
修
会
の
参
加
を
希
望
す
る
方

は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月　

日
貊
午
後
１
時

３１

　

分
か
ら
／
中
央
公
民
館
／
講

３０演
と
事
例
報
告
「
孤
立
死
の
防

止
に
向
け
て
」
／
講
師　

板
垣

淑
子
氏
／
申
込
み　

協
力
員
で

な
い
方
は
、
１
月　

日
貂
ま
で

２８

に
社
会
福
祉
協
議
会
�　

―　
０４２

５６４

―
０
０
１
２
へ
（
協
力
員
の
方

に
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
）。

東
京
都
知
事
選
挙 
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市役所�０４２� ５６３ � ２１１１（代） 2 0 1 4 ・ 1 ・ 1 5
東東東東東東東東東東ややややややややややままままままままままとととととととととと市市市市市市市市市市報報報報報報報報報報東やまと市報

 

●稲垣潤一コンサート2014
　１月１８日貍午後５時開演／
大ホール  全席指定／５,０００円
（友の会 ４,５００円）
●大笑い！林家たい平　独演
会
　１月２５日 貍午後５時３０分開
演／大ホール　全席指定／
３,５００円（友の会３,０００円）
●文楽を知る・ 愉 しむ　出前

たの

公演≪文楽のいろは≫
　２月２５日 貂／午後２時開演
／小ホール　全席指定／一般
２,５００円（友の会２,０００円）／演
目　「伊達娘恋 緋 

ひ

 鹿子 」～火
が の こ

の 見櫓の 段～　ほか
やぐら

●東大和市民合唱団「第九を
歌う会」第１４回演奏会
　３月１６日 豸午後２時開演／
大ホール  全席自由／３,０００円

チケット販売中の自主事業

／出演　時任康文（指揮）、佐
藤優子（ソプラノ）、東京都交
響楽団団友会オーケストラ
（管弦楽）、東大和市民合唱団
「第九を歌う会」（合唱）、藤
牧正充（合唱指揮）／曲目　ジ
ョン・ラター「マニフィカー
ト」、「グローリア」

　
▲平成２４年３月１１日に行われたフレッ
　シュ名曲コンサート東大和市民合唱
　団「第九を歌う会」第12回演奏会
「東大和の第九」　

 

●ピアノっておもしろい
　２月２２日 貍 午後３時開演／
小ホール　全席自由／参加無
料
　演奏家、教育者として国際
的な活動を続ける牧野 氏を
講師に迎え、ピアノの奥深い

参加者募集中

おもしろさを、時にピアノを
駆使して解説する、音楽ファ
ン必聴の講演会です。
　参加希望者は、氏名・年齢・
住所・電話番号を明記のうえ、
ファクスにて、ハミングホー
ル（042‐590‐4412）へ。

 

●ドラム缶から作られる楽器
スティールパン
　１月２９日 貉正午開演／入場
無料／曲目　さらばジャマイ
カ、Niceness　ほか／出演
佐々木謙太朗（ダブルセカン
ド）、 実近友里恵（チ ェ ロ パン）、
相澤彩絵（テナーパン）

 

　市民を対象とした施設利用
申込みの調整会議は、２月１
日 貍 午後１時３０分から事務室
で行います。

ロビーコンサート

２月の施設利用の申込み
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■
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
退
職
（
失
業
）
さ
れ
る
と
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行

い
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
方
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て

保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
退
職
（
失

業
）
し
た
年
度
及
び
翌
年
度
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
通
常
、
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
た
め
に
は
、
申
請
者
本

人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
が

所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例
免
除

で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
申

請
者
本
人
の
所
得
を
除
外
し
て

審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
必
ず
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明

書
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
（
添
付
が
な
い
場
合
は
特
例

の
扱
い
に
は
な
り
ま
せ
ん
）。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
若
年

者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
の
方
は
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
申
請

に
よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及

び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

以
上
で
あ
る
課
程
）
及
び
、
一

部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
方
で
す
。
ま
た
夜
間

・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程

の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
の
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
で
な

い　

歳
未
満
の
方
の
場
合
に
は
、

３０
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に

よ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行

わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故

な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
、
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

を
増
額
す
る
た
め
、　

年
以
内

１０

で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」

を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
、

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） 

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２７年２月大・小ホール
平成２６年８月その他の施設
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伝える　
　かつて日本は 襖 の国でした。日本独特の襖は

ふすま

鍵の無い部屋であり、開いたり閉めたりするこ
とで、個室にも大広間にもなります。昔は宿で
も襖だったと聞きます。他人をも信用する日本
人の心が生んだ素晴らしい文化ですね。
　スポーツの世界でも日本人らしい行いをよく
見かけます。世界陸上やオリンピックで、陸上
競技の選手がゴール後に足元がフラフラの状態
でも、走って来たコースに向かって一礼するの
は日本人だけです。サッカーワールドカップに
日本が初めて出場した時に、１勝も出来なかっ
た日本チームを応援したサポーターが、スタン
ドのゴミを綺麗に拾って帰ったことが、世界中
で話題になりました。また、東日本大震災の避
難所で生活している方々が、外国人の支援チー
ムに対して、お茶や座布団を差し出したことな
どを、多くの国が、驚きと称賛で報道しました。
当市で開催された国体でも、市民のおもてなし
の心は選手や関係者の皆さんに十分に伝わって
きたという感謝の言葉が寄せられたそうです。
　私たち大人は、子どもたちに多くのことを教
えることはありますが、伝えていくことが少し
疎かになっていないでしょうか。学業でもスポ
ーツでもやはり、教えることが中心です。教え
られると『はい。解りました』と理解します。
それはそれで大切なことだと思いますが『伝え
る』は、少し違ってきます。私は学生たちを中
心にスポーツトレーニングの指導をすることが
多いのですが、一つのトレーニングでも学生た
ちにしっかり伝えると『なるほどね』となります。
　子どもたちに教えることを『伝える』と置き
換えて考えることや、日本人の根本に根付いて
いる素晴らしさを、子どもたちに伝えることが
今の時代には必要だと思います。
　鍵がある部屋が当たり前の時代になりました
が、この東大和市においても文化や精神を伝え
ることも、教えるから『伝える』に考えを改め
ることも大人の宿題になりそうですね。　　  
　　　　　  （平成25年度市民記者　大隈広貴）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

ハミングホール 
東大和市民会館 

受付時間：午前9時～午後7時 
042-590-4411

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

さ お り

　市では、東大和市公式メールマガジンを発行し
ています。毎月1日に「観光・イベント」「子育て・
学校」「高齢者・介護」「健康・医療」の情報をお
届けしています。利用を希望する方は、市のホー
ムページからご登録ください。 
　問合せ　秘書広報課・内線1411まで。 

メールマガジンをご利用ください 
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